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.通

じ

.て

起

.る

か

。

：

「

メ

.ト

ロ

.：ポ

：
リ

タ

；
ン

5

ムv

ミ

：
，;3
-

ニ
ー

 
テ

イ

ー
.j

の

著

者

.
マ

ッ

ケ

ン
 

ジ

ー

；
は

此

：
の

、
中

心

_
成

を

物

品

：
の

購

入

-

適

切

に

萁へ

ば

貧

物

む

求

め

て

ゐ

る■，
°
又

「

盛

り

場」
.

研

究

：
の

權

威

石

.
川

榮

熵

氏

は

商

店

埒
 

盛

り

場

の

外〕

に

純

粹

慰

樂

區

嫌

り

場

を

認

泠

て

、
ど

娛

樂

機

關

及

び

施

設

，
に

:4
:
る

§

地

.構

成

を

注

意

せ

ら

れ

る

。

事

實

此

の

後

者

に

ょ
 

る

發

坐

は

決

レ

て_
逃

：
す

：
蜱

か

ら

ざ

る

も

0

で

あ

：
る

--
9
淺

草

..
が

盛

り

場
^
し

：
て
0
意

義
 ̂

其

0
娛

樂

機

關

，
：
に

あ

る

0

江

戶

時

， 

代

の

盛

り

場

又

、-'
:
-之

れ

と

同

一

の

因

緣

の̂
の

が

へ

少

吹

な

が

つ

た̂
淺

草

が

商
^
街

を

爲

し

弋

ゐ^
か

^
か

は

^
段

^

調

森

に

俟

た

ね
 

ば

な

ら

.ず

、

：'又

.

I::

瞥

し

.

.
て

も

、

仲

店

の

如

き

極

め

て

特

殊

な

る

商

店

街

、

そ

の

他

淺

草

寺

を

圍

む

、

殊

に

南

側

の

小

寶

商

店

街

、

或

ひ
 

は

夥

し

：
き

料

理

陆

飲

食

店

等

は

、

'單

な

，
る

艘

樂

的

中

心

以

外

の

勢

カ

の

存

往

を

物

語

る

も

の

\
如

く

に

も

見

ぇ

て

も

、

此

の

商

業

的

性
 

質

.に

於

い

て

、

全

東

京

に

對

す

る

中

心

地

を

鞲

成

し

て

ゐ

る

や

否

や

を

別

の

.問

題

.と

な

知

ぅ
.。

反

之

、

銀

座

の

如

き

純

然

た

る

商

店

街
 

的

な

中

心

に
;>
旣

に

述

：
べ.た

：截

な

醫

演

劇

等

々

，
に

關

す

洛

娛

賺

設

が

增

加

し

て

來

た

傾

向

を

看

逃

せ

な

い

0
"然

か

も

此
0
事

は

、 

中

心

地

櫬

成
.の
.經

過

杧

.就

：
い

て

は

有.カ

尨

傾

向
.で

'は

^
い

.が

:.
4:
思

は

れ

，
る.0
,即

ち

昔

の

：
神

社

佛

閣

等

の

察

日
 

と

の

.關

聯

：か

ら
^
知

ら

る

_ 

A通

り

、

；
純

粹

娛

樂

と

買
■
、

即

商

店

_
と

0
當

然

な

る

結

合

が

行

铽

れ

：る

.も
 

茲

に

今

暫

く

商

店

街

を

中

心

と

し

.た

中

心

地
.を

見

る

事

と

し

、

前

揭

マ

ッ

ケ

ン

ジ

.丨

が：

其

の

書

に

褐
ぐ
る
所

の

北

米

ボ

ル

テ

ィ

モ

ア
 

市

：
の
.例
を

者

察

し

て

.見
ょ

3

。

ボ

ル

一

不

ィ

，
モ

ナ

市

は

：

 
一
.

*三

〇

#
人

.：ロ

八

：
十

萬

：
五

サ

其

；
の

.爾

：
猶

ニ

-9
^

數
芽
に
比
鞍
オ
る
と
、
人
ロ
に
龙
い
: ^

神
戶
市
：に
僅
洳
劣̂

»

に
於
い
弋
大
：阪̂

に
测
か

.

優
ぐ
る

>

.

«

め
圣
市
を
1
1名
^̂

「号
％
1

に
顧
す
る̂
干

塞
；.
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事

.(

三
：
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分

割i

 

f

 
■

區

董

れ.

i

_

_

i

..厘

畫

:

割
合
ャ1|.
分
、'第
三'に
は¥

I 

塵

I
 

蓄
 
i
l
l
l
i

J
此
；
の
；
研
究
：
は
陸

.

調
淹
に
對
す
る
同
市
の
：報

告

墓

い

汽

そ
. I
他
め*
料
を
加
へ
来
國
葡
省
、
內
外
商
業
局
0,.

|
内Rolph  

■氏
に
罢
て
爲
さ
れ
た
も
の
；で
：ぁ
る
が

$,
以_ 

惹
ぃ
て
は
各

H

域
內 

に
於
け
る
中.心
的
商
店
街
の
：等
級
づ
け

S

ん
で
：ゐ

翼

前

義

、
第
十
九
章
置
I

Of.  Retail  .

M
l
f

參
照)

.
V
 

.
 0
 

-
 

-
.
V : ^
 

- 

; 

ハ

此$

_

商

店

種

類

に

就

い

て

の

分

類

法

は

、、
ぐ

 

_

03

取
扱
商ロ i

に

よ

る

：
も

の

'

:

'

,
^

 

.

ハ：：： .(

ィ〉

食
料
品-
cp)  
V

,

一
般
雜
貨

(

百
貨
店
均Ite
を
含
むV;(

パ)

乘
物
運
撳
器
具
及
用
具
其
他
附
屬
品

(

例
へ
ば
自
働f 

庫
及.
ガ
ソ
リ
ン
拼
欝
の
.
如
き)

'<:o

衣
類.
被
服
品
：

.
■(

ホ)

：
木

.(

，へ)

'
家
具
及
什
器
類
，

(

ト)

料
理
、

-:

飲
食
庙
，(チ

： )
： _

種
，

(

リ一  :
て
寶
石
貴
書
品

「
$ 

-
 

. 

(

ニ〕

營
業
形
態̂
よ
る
も
の;
.;

V

 

、
.

:

.

■

;

 
.

 

.

,;.(
ィ
；

.

.

單

獨

々
.

立

店

：

(

：
ロ)

獨

立

：
に
：
し

£

1

乃
至
三
營
業
所
を
有
す
る
も
の
ろ
ハ

.)

連
鎖
店(

ロ 

ー

力

.ル)
C

O

連
鎖
苦 

(

セ

ク

ン
‘

ナ

ル

レ(

ホ)

連
雜
店(

.

ナ
シ
ョ
ナ
ル)

(

へ)

：
■

他
の
連
鎖
店
及
卜̂

の
如
く
分
類
ム
得
ざ
る^

雾

學

る

即
な
前
詁
0
,ヨ
區
撖
ぬ
對
1>
七
、
以
乜
ひ
分
類
法
に
ょ
り
其
ひ
分
郁
狀
態
扒
調
べ
ら
れ
る
。
商
品
別
分
類
に
就
い
て
は
、
更
に
商
店 

數
と
寶
上
金
額
に
ょ
石
^'
布
が
«
ベ
ら
れ
て
ゐ
.る
b
之
れ
ゆ
ょ
れ
ば
各
地
.域
の
性
質
が
--
-
層
判
然
ど
す
る
ヮ
ケ
で
あ
る
。

-
.

:

更
に
中
間
市
街
の
域̂
あ
.つ
で
は'

:

地
、
'

 

公
舟
取
場
、
路
線
的
及
び
散
在
的
の
四
種

c

又
ぼ
四
地
區

)

に
細
分
さ
れ
外
側 

區
域
に
あ
つ
て
ば
、
版
の
區
域
に
於
け
る
副
次
的
中
心
地
と

.N
eighborhood

O.eyelopment  
"と
に
區
別
さ
れ
る
。
故
に
同
市
に
■於 

け
る®
5
の
地
域
的
分
類
ど
し
て«';
宏
0
妯
6
七
撖
類
に
分
た
れ
る0::
::,
:
'
:.
:

'
'
.

ヶ
：.
■::

全

中
央
商
業
區
域

市
中
間
市
街
商
業
區
域
一

副

次

的

：
中

心
.地

、

路

r
:

.
:

;

線

;:
'

：
,

：
的

'
 

公

へ
..共

：：
.：

市

.'

.

.
場
 

散
'
 
.
.
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.

，
在r
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ぺ
.

 

的
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■
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:
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外

側
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區

：
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/
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ネ
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ア'フ
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/

•デ
.グ
エ.口
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メ
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へ
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:
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.
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.
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• 

•

:

此
：の
夯
類
中
、

'集
：屮
的
な
fe

ぎ
.る
む.の
、
即
每
、
ぐ
副
次
窜
心
地
.，に

'̂

、
路
線̂
ネ
、
；
又^^
^

. 

.

.

.
 

. ——

 

■ 

. 

. 
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■ 

.

■-
,
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り
場

」

：に
關
す
へ
る
若
干
考
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八.

ト
f

M

f

る

が

如

美

溝
|

«

は
、|

間

市

街

區

域

胬

の

拿i

l

l

れ
I

さ
 

區
域
に

I

f

f

思
は
れ
得
る
が|

の
示
す

f

ょ
る
と
、
か

I

部

分

篇

め
.

て
僅
少
で
：

I

I

に
、

、
^

も
の
の

.

み
が
取
扱
は
：れ
右
分
類
に
示
す
が
如
き
結
梁
と
な
つ
た
の
：で
ざ
る

0

.

_
:

,

-

右
分
類
中
、(
一
、『

ニ
說
明
す
ベI

の
が

I

ぅ
。
第
一.

.

に
路
.

晨

で
I

が
、f

し
て

S

り
の

f

 
I

麗

に

甚

つ 

I

店
!

^

續
し
て
ゐ
る
も
の
、し
か
し
、
隣
接
路
線
に
於
窣
は
，I

商
店

i

續
し
て

I

い
場
合
でI

形
式
を
と
る
場
合 

で
あ
る

o

:

地
理
的
に
は.

屮
.

^

違
區
域
ょ
り
放
射
し
其
の
鐘
ぬ
連
絡
系
統
中
に
副
次
的
中
心
を
含
み
且
つ
連
結
し
て
ゐ
る
。
第
一
一
に 

.

I
h

b
l

o
d

 

D
l

o
l

t
で
あ
る
が
、
之S

外
侧
區
域
即
ち
、.

f

住

宅

地

域

に

所

孪f

の
で
あ
づ
5
 

旣
に
述：

ベ
た

I

霞

I

I

て
全
市
！！
積
の
七
割I

八
厘
、
入
口
はi

五
分S

.1

十
八
萬

f

 
I

 

t

る
地 

f

於
いV

は
、
：副
次
的
中
心
地
の
外

H
「

副
次
的
中
心
地
のK

大
な
る
複 

顆」

：の.

I

す
i

域
が

f

。
ノ

か

i

抓̂
^

居
I

詹

當

：
て

の
I

で

あ

令

：
中

間

聽I

_

t

.

l

l

 
:

此
_

た
ん
域
ド
に
於
け
る
散
在
的
商
店
鏡
人
；

^

_

別
：■

说

態
I

奪

典
.

の

故

に

專

容

侧

區

域

的

碧̂̂
^

%

.で
1

9
’：：か

2

名
、i

とt
.蓄
料
品
，：藥
種
S
 

副
次
的
中
心
地i

明
.

3
亡
來
|

、.'
'-そ
鍵

此

較

し

て

，
；其

彦

相

が

分

明

象
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^
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'て/
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.
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此
の
調
査
に
龄
い
て
ば
'
副
次
的
中
心
地
は
'
旣
に
揭
げ
た
、
.取
扱
商
品
に
よ
る
分
類
を
標
準
と
し
て
、
數
等
親
に
分
れ
る
。
上
記 

■十
歡
自
に
分
類
：せ
ら
れ
た
も
の
、
ぅ
ち
、
：
最
後
の

(

ヌ)

項
に
該
當
す
る
も
の——

即
ち(

ィ〕

よ
りC

リ)

迄
の
九
種
に
分
類
し
得
ざ
る
'性 

質——

の
商
品
群
お
無
視
0
で
、
.'食
料
品
' 
被
服
衣
'類
、
一'

1

般
雜
貨
、:■
藥
種
、
料
理
飲
貪
店
、
寶
葙
貴
金
屬
、
.家
具
什
器
"
永
材
建
築 

角

h
i
,乘
物
澉
搬
服
具
筝
の：

九
賴
目
に
就
ぎ
'；
リ
ン
：
'

A 

.級.
：..
.̂
Ir
I
n
l̂̂

^
^̂.
^
CD.
''',..-.
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1
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中
七
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目
迄
^
食
^
も
..の

......
 

:

■
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^
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.
0 

•

ぃ
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'
:

一
D
:
.級
ぺ
へ
、
同
じ
く
五
檝
目
迄
；を
含
む
も

0
.--
;
..
.
.
'
,
.
'

ン

:'

■.

.

v

^

"而
し
で.此
0
調
森
^
あ
01
で
は
：是
等
九
：種
目
办
商
品
群
：に
就
：い
て

&

_

お
附
$
ぬ
-:
0
_
:
:
し
；か
1>
此
の
事
に
關
聯
し
て
考
：へ
_ら
れ
る：

の

<
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、は
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a:
集
圓
の
太
小
と
瓶
廣
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:襄
間
化
の
糗
度
と
ぬ
關
噘
サ
あ
る
0

*歌
マ
ッ
：ゲ
.ン
^

の
：奢
書
に
播
げ̂れ

^
別
俩
の
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に
よ
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し
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男
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被
服
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吳
服
&
ゾ
金
響
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具
葬
儀
店
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類
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盒
料
品
店
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“金
^
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で
^
り1
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〇
；〇0
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-
<
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人
口
集 

..圃
に
あ
づ

V

は
象
庭
财
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店
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婦
ん
,
服
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_
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服
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潇
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人

身

§
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國
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ベ

ば

婦

人

靴

、

男

靴

、

I

乎

等
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V

そ
れ
故
に
同
じ
品
物I

扱
..

ふ

も
f

し
f

各
勸
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集
啪
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を
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什
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食
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ば

I
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對
に.は
、
：
.
外
侧
商i

s

_

l

嚣

倾

向I

つ
た
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業

的

袁i

い
て
乏
し
い
事
は
、

I

此
の'地
區
の
居I

と
中
央
商
店
^
^
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區

て
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'
中
I

街
商
業
區
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地
；區

艺

て
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|
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別
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吝
じ
ぱ
仕
身
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し
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ぁ
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她
 ̂

各
地
*
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1
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し
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I

雲

を

^
^
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は
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直
I

す
1
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來
難
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業
酌
因
子#
於

宅

歲

襯 ̂

L

か
ら
ば
斯
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プ
メ
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論
業
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遞
又
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一
に
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か'
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し
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の
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p

■
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程
灌
龙
現
廣
で
_

農

蓮

發

讓

■

■

奮

慕

潑

達

變

も
金
く
他
の
形
式
を
考
へ
各
歌
を
許
さ
れ
ぬ
。
而
し
て
玆
に
憲
と

I

K

O

た
.
の
は
、
裱

な
A

Ai
'p
.

#

圑
以
上
の
意
味
を
含
ま̂.
,
'た
^

^

 

で

意

。
即
ち
集
團
的
人
口
の
動
き
を
指
す
。
交

P

と
は
距
離
の
關
係
で
，甘
あ
る
が
靜
的
•
の
距
離
で
は
な
く
し
て
、
此

Q

距

離

に

於

け

：
：
へ 

る
動
4

t

o

故
に
集
團
的
人
口
は
、
交
哪
と
な
る
に
は
-
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距
離
的
の
動
き
と
な.つ
，て
現
は
れ
ね
ば
な
衾
ぬ
。
_

隊
の
.
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舍
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.
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得
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；
^

?

^

^

:
艰
*

;'
:0

^

?
;*
!«
^

^

''
-

6

す

：
^

^

取

^

め
一

 
1

<

^於̂

來

激̂

。
. 

t
ft

の'
み

ロ*

團
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，
距
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が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
故
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1

體
と
し
て
眺
め
ら
れ
た
住
宅
地
區
、
或
ひ
爲
平
校
^

避
等
は
典
處
に
含
ま
，れ
る
人
、

"

集

團

、

の.
、
f

然
な
る
.

離
的
の
動
き
に
ネ
つ
て
、
交
通
現
象
を
惹
し
、
其
の
程
度

9

如
何
に
*

じ
て
、
莖
の
地
域
に
於
け
る
商
業
施
設
の
, 

充
遒
の
程
度
を
決
宛
す
る
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.
，
此

の

產

に

於

い

て

、
都
f

れ
嘉
が
窗
的
に
見
て
最
も
交
通Q

繁
し5

地
點
で
I

n

、
そQ

都
市Q

内
部
に
ぁ
る 

或
る
商
店
術
はj

筮
區
の
锻
も
交
通
め
繁
雜
炎
地
點
に
給
办
つ
く
。
‘都
心

怨

、
.
‘現
代
的
ビ
ジ
ネ
ス
•
セ
ン
タ
ァ
の
形
成
.に
ょ

つ

て

、 

最
も
交
通
量
の
.ぶ
大
意
點
と
な
つ
た
。
.派
に
之
れ
に
添
.附
し
I

著
中
央

.商
店
货
出
來
る
。
火
都
市
の
發
觸
と
し
.て
郊
外
1

 

、

さ
れ
た
。
郊
外
居
I

は
、
.
翁

へ

P
省

交

f
 r

其
，の
部f

都
心
■

點

盡

l

o
 

i

通
f

都
f
 

(

終
點
と
、
末
相
的
郊
外
終
點
と
の
兩
極
に
於
い
て
.解
放
、
分
散
さ
れ
る
。
そ
れ
故
'に
、
.郊
外
.に
‘於
い
て
は
驛
を
屮
，心
t

た
つ
商
店
S 

一
i

す
る
。
か
主
郊
外
的
商
庇
街
は
末
S

で
き
故
に
、s

の
1

關
聯
し
產
す
る
地
域
S

人
口
顏
に

1

1

1
 

を
規
4儿せら
れる力
のは

」

.か
4

末
梢
的
終
點
の
，
無

數

を

籍

し

、
班
に
那
市
外
部
即
ち
金

_
的
な
：交
、讓

係
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-4
1
1
は
此
處
に
集
め
る
が
故
に
、
他
に
比
類
な
き
大
規
校
な
商
店
術
を
出
現
せ
し
む
，る
。
此
の
狀
資
、.，.交
麗
係
か
ら
l

r
:,即

れ
.る
翁
線
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1

量

巧

の

乘

藤

に

對

比

し
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の
持
：つ

遨

街

の

邊

達

れ
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ふ
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蕩

通

象

此
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霸
冲
間
沛
街
塵
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域
に
於
ぃ
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ど
ぅ
な
る
か
。
此
の
場
合
|

ぃ
て
も
\,
同
樣
|

通
關
係
が
|

れ
る
；

ノ
て

此
办
區
域
に
於
け
ふ
商
店
街<7

>

勢
ヵ
に
は
ノ#

市
發
達
の
經
過
と
北
ハ
に
多
く
の
：消
長
を
：見
ら
れ
名

.

で
あ
ら
ぅ
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山
の
手
と
下
町
と
を
區
別
し
得
る
都
市
に
あ
つ
て
は
、
か

 

'

る
地
點
は
、
そ
の
雨
盏
の

.

境
に
近
く
、
：場
合
に
應
じ
て
は
山
：の
手
寄
り 

に
"

他
の
場
合
に
は
下
町
寄
り
に
稃
在
す
る
。
之
れ
は
、
.山
の
手
と
卞
町
と
の
大
動
脈
的
な
交
通
流
が
共
に
解
放
さ
れ
.る
地
點
だ
か
ら

で
あ
る
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.
玆
で
筆
者
の
經
驗
を
語
る
事
を
許
し
て
貰
ひ
允
い
。
東
京
の
山
の
手
、
本
鄕
に
永
.年
住
ん
で
ゐ
た
筆
者
ば
、
明
治
末
期
大
正
初
期
の
本
鄕
に
於

け
る
商
店
揿
と
し
ズ
は
、
本
鄕
三
丁
目
と
肴
町
と
を
記
：憶
じ

.

：て
ゐ
る0

筆
啻
の
家
は
此
の
南
北
に
通
ず
る
、
ほ

i

直
線
に
し
て
、約
平
姐
の
、
後

に
は
大
通
ヶ
と
な
つ

.

た
道
路
の.

三.

分
め
一
一
か
邊
、
肴

町

^

ょ
づ
た
方(

即
ち
北
ょ
艺
に
あ
つ
た
”
そ
の
頃
自
分
の
感
七
た
所
で
は
稽
町
の
方
が
賑

か.
.

で
％
つ
た
と
恩
ふ
マ
市
霜

.

は
、
初
め
ば
リ1

方
：は
本
鄕
三
丁
目..

'

他
方
は̂

 

此
の
方
が
其
の
後
集
鴨
線
が

.

由
山
坂.

下
迄
延
び、

' 

他
方

.

本
鄕
三
丁
目
か
ら
は

.

追
分
、
即
ち」

高
の
前
迄
延
び
逬
に
前
著
は

.

、
現
往0

如
，べ'

巢
鴨
に.

、
；
後

者

は

着

町

，
に

、
興

の

後

餘

程

た

： .

2

し
駒
込
橋
、
飛

鳥

山

方

商

迄

：延
び

.

た
。
此

'

の
頃
、

」

本
鄕
の(

機
な3

め
手
の
席
倥
苕
ば-/

'

銀
座
迄
は
さ<

度

々

亂

掛

：け
：な

か

つ

尨

ら

七

い
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少
し
遠
く
に
出
か
け
る
と
沄
つ
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て
も—

翁
田
町
ク
小
川
町
の
輕
田
方
面
’
上
野
沲
の
嫱
仲
町
ノ
廣
小
路
邊
で
ぁ
ウ
た
巧
秃

.•
'•

ら
は

’

此
の
中
心
を
越
し
て
银
座
友
面
ま
で
南
卞
す
る
と
ニ
窆

^

は
あ
ま
り
無
か̂

た
け
：
ぺ
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パ

此
の
當
時
氣
町
の
、
■
か
一
町
ば
か
り
，の
町
並
：が

.

：：シ.

デ

•
セ
ン
タ
ァ
で
あ
つ
て
、
夕
方
か
ら
は

^

#

を
極
め
た
？
そ
れ
で
ょ
く.̂
食

じ
後
出.

か
げ
た
も
め
だ
が
何
が
面
自
か
つ
た
：か
、

.

.

と
今
ぎ
が
れ-.

て
：も1

寸
返
祺
の
仕
方
が
，な
い
、
別
段
に
而
白
い
も
の
は
丸
か
っ
た
ら
し
.い

':
0

唯
ぶ

6

つ
ぐ

(?
>.

ゼ
& :

吝

。

活
動
寫
眞
な
ぞ
の
ハ
ま
だ
.發

達

^

な
い
頃
ゆ
事
だ
か
ち
、
か
.ぅ'1>:
た.

商

店

街

：
で
:%

ぶ
ら
つ
：く
以
外
に
、
下
町
で
は
と
に
角
、
：山

'■
:-

の#

で
は
睁
間
の
消
し
方
が
な
糸
っ

.
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だ
を
嘏
ば
れ
厶
？
此
：の
着
町
の

«

理
が
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ど
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耷
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す
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中
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環
る
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つ

隹

る
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飛
島
山
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く
*

^

〜

斜

右

ぼ

■

蒙
か
ら
田
端
へ
出
る
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肴
町
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す
れ
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朱
鄕
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片
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し
て
ゐ
る
氏
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苋
仰
ば̂

^

町
'
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追
，分
で
、あ
り
、
此
の
裏
に

.

千
駄
木
町
、
极
歡.

が
あ'

$

#

町.

の‘-

西
端
は
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择
 

中
仙

'

道

，
南

方

べ

，
ほ

I

ま

れ

て

、
、
東

側

I

I

め

き
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贫

變

铸

町

蠡

セ
# .

日

紫

道

橋

？
祌
保
町
べ
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ど
出
一
る
。
へ
阼
の
靖
端
に

1

窆
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:

通

め

掛

側

は

觉

厍

^

の
、

'
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1

宅

地

と
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；
つ
ノ
て
ゐ
る
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のf

池
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でI

所

へ

愚

嚴

で

、
、
其

の

頃

に

は

、

西
僩
で

.

皆
3

贺
下«

に
は
坂|

ら
賺
ま
で〕

凍
側
で.

.

は

肴

町

蓮

論. 

1

こ
，

V

か.

|

に.

曲

り

霜

を

，
つ

き

ぬ

呔

で

，
疆

線

と

基

|

で

此

耪

龜

惹
s

i

.

一
本f

m ;
I

I

i>

づ
：
た

1

明
W
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駕_

町
西
ひ
方
で
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町
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來
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通
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は
こ
奋
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つ
此
處
に
凝
集
し
た
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ヶ
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。
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が.

管

灌

し

で

：
小
さ
い
：

.

な

が

，ら

直

：
つ
；
楚

r

タ
ピ
；
？ ：

•
.

セ
，
シ
ー
タ
：
ァ
を
成
立
せ
：
し

々

V

，
.
. ̂

:

'

.

,

'

.

:
:'.

.

. 

.

■

:-

:

.

.

.
 

.) .

ぐ.

'
 

.

'

 
.

-

-

-

•

-

.

.

 

/
V
'

.

 

V.

’
. ..

• ;. 
.

'
:
-
• ..

'••
;
:•.
. 

.

.

'

.

.

.

,

.

q

パ
市
内
に
於
い
て
か
乂
る
類
例
を
求
む
る
な
ら
ば
，醤

 

麻
相
十
番
、
牛
込
神
樂
坂
等
は
其
の
內

、

I
f
f

:
;f

(D
n

;5
o
v
;
 

,

■

:

,

: 

、

一'

'

:

.

': :
.,
'

'

:

.

.

.•
:

'

.

V
:.  

' 

.

;. 

.

.

.

•
.
 

•  .

 .

.

.

.

.

.

.

.

 

• 

.

.

.

.

.
:

• 

-

.
讀
加
る
和
獨
市
肉
繁

商

店

猶
■

■

り
場
：

1

し
弋
枕
、
他

羞
4

を

助

け

：る

耍

素

が

無

\>
>

I

日
韦

必

置

：の
..配

給

也

點

た

る

に
留
ま

0

で
>.
.

其
(0

:

後
0

都

市

發

鹰

篇

し.

$

 

成
ル
テ
ィ
モ
ァ
71
1
の
#
八
ロ 

に
於
け
る
が
如
く
、
此
の
區
域
：

$.

商
店
鄰
ど
し
て
は
巾
，;! ;

至
乘̂

の
市

^ -

の
日
用
必
需
品
に*

お
る
設
« :

と
用
意
と
が
主
で
知
る
？ 

故
め
興
物1

1>
1

で
も
大
部
分
實
用
的
で^ :

る
P
.

傲
樂
的
が
色
彩
は^ :

'

3

^

娛_

_

關
へ
の
少
な_

い
_
作 

肅
-

レ
ヴ
ラ
圪
ノ
洒
奪
为
フ
ー
③

め
あ
づ
で
ぬ
、
：實
3
的
直
物
贮
對
ャ
る
施
設
史
客
宁

■

き

屢

成

■

を
ぼ
當
然

■

石
。
敗
程
、
日
用
■

物
そ
れ
自

體
が
、

.

.■
'

基
本
的
な
部
分
を
除̂

て
は

：>

 

多

分

ぬ

ブ

ン

シ.

フ
ル
な
も0 :

;

_

な
つ
：

_

齋
怒.

の
比
事
實
疋
あ.

る
0

ン
靴
下
ー
：
爛

お

^

^

る

に

し 

で.

ぢ

、色.

.々

悅
樂,

な
氣
持
を
滿
足
さ
せ
様
と
す
る

.
o

,

.

_

,
し
か

し

、

之
れ̂

へ
、流
行
の
艰
合
最
も
卿
然
扣
現
は
れ
誓
漱
抒
品
と

^ ,4
4

1
、

取

間

馨

：
§

_

業
區
资
ぬ
啦
づ$

中
央
商
か
街
に 

1

齋
を
歡
す
石
。

.

朝
心
.地£

父
娜
^ '

る.

機
# :

:

<?-
:

条
段
0 .
;
ぉ^ ,

も_

は
、)

斯
ぐ
の̂

^
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し
で

i

r f

前
^ ;:

做
近
：の
商
辟
身
に
突
じ
た
で
あ

 ̂
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シ
フ
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.と
か
一
べ
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事
'は
、
"地
味

 

實
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化
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て
帮
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地
版
店
の
歡
も
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く
尊
遊
す
る
目
標
で
れ
る
0
ー
 

'阶
食
庶
の
如
ぎ
に
難
い
て
:̂

ら
V

^

J

.フ.H

テ
心
1-
'

^

}

新̂
ど
比
都
?\
1 

響
(0
;
を
れ
に
.於
^

て
の
'が
見
ら
作
る
4

1
外
驛
の
：
喫

賺

が

勤

コ

も

匕

：
丨

0:
.
.類
を
じ
取
餘
1>
.

^

喚
茶

;？-.I

取

礙

ふ

^

^

物

办

斬

齡

複

雜

は

も

の

メ

 

ニ
 

K

1

に
ょ
く
あ̂

は
れ
る
。
此
ゆ
故
に
贫
’
取
間
取
衛
地
又
は
齋
末
办
蔽
店
街
乾 

そ
が
中
央
商
業
街0

悲
^ ;

が
模
做
を
す
る
蕻.

に
も
な
る
？
勸
ぽ
此_

傲
象
の
：結
論4

じ
：

^ ;

あ
I

店
街
ぬ
比
、
.淋
扎
る
、f

少
く
；

.

と
：も
、：

_

對
妳_

藤

.れ
る 

>
:乃
至
ぼ
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象
^
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驚
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場し
1

1

1

ご 

ニ

i
r

p

ぺ

醫
 

臭

へ

る

。
；そ
れ

I

時
に
、
住

康

域

內

に

於

を

中

盆

と

し

て

は

、：
唯
”

商

,

&■
■'
•議

丈

け

で

は

不

充

分

於

美

：
へ

.

る
0-
こ

.

V

に
、「
盛
り
場」

と
稱
せ
ら
れ
‘

る
も
の
に

.

は
、
當
然
商
店
以
外
の
他
の
要
素
がつ
い
て
來
る

o
 

從
來
か
ら
盛
り
場
士
稱せ
ら
る

X

も
の.

に
は
、
夜
店
緣
日
の
如
き
附
帶
物
が
存
在
し

.

て
ゐ.

.

る
。
夜
店
及
び
緣
日
は
井S

 

意
で

|

0

:

,

し
か
し
之
れ
は
斬
钒
叉
ば
好
奇
泰
^ ;

點
帑
、

_
:

倉

設

の

商

店

な

编

り

>

_

貧

 

B
 

裤
の
權
成
も
之
れ
に
ょ0 .

て
幾
分
の
ヴ
'ァ
ラ
ゼ
テ
ィ
丨
を
樣̂

事
が
|

0
务
く
の
修0

，
夜
店
に
於
け
る

* :

本
屋
：

(

例
'、
土
銀
座
に 

於
け
る
搔
木
屋
，
金

畫

等

は

此S

類
の
も
の
と

5

るo

夜
店
が

又
此
の

I

が
商
庙
街
の
地
理
的
條
件
ゼ
良
好
な
ら
し
め
る

(

例
へ
：ー
ば
道
幅
を
,

に
す
る
事I

ょ
つ

.

て
.、
歩
行
者
こ
ゲ

^

 

ロ
ア
セ

X

ィ

ト

の

持

つ

氣

分

的

安

繁

與

へ

る
〕

：
が
：如
き
作
用
も
看
逃
し
て
ば
な
ら
ぬ
。
是
等
：は
一
，

r
?

場」

-心
心
理
學
的
な
修
件
に
對
す 

る
甚
礎
要
件
で
あ
る
？

ぐ

;
ン

：
.''
.

'

更
に
敗
樂
機
關
の
#

在
比
重
要
な
役
#

を
溃
ず
る
。
活
励
寫
眞
、.
寄
席
、.̂'
思
小
屋
、
阐
遵
會
所
、
撞

場

、张
^

俱
樂
部
の
’

き
、
 

「

盛
り

.

場」

構
成
中
の
紙
悪
な
分
子
で
あ
ら
ぅ
ャ
銀
座
を
中
心
と
し
：た
鮮
の
方

_

の
务
カ
に
づ
い
て
は
旣
に
ゆ
べ
た
0」

此
の
點
で
は
ー
都 

市
內
に
於
け
ふ
映
嚣
劇
場
そ
の
他
の
分
布
を

調
燕
す
ベ
き
で
あ
り
、
之
れ
に
ょ
つ
て
同

#

に
商
店
街
をも
借
示
す
る
寒
が
出
來
る
で 

あ
.ら
ぅ
。
之
れ
と
同
じ
く
料
理
飲
食
店

も

此
の
意
味.で
重

要i

つ
5

今

し

加

し

.、
之
れ
は
必
ず
し
も

一
流
の
一
經
營
たi

必
要 

と
し
な
い
。「

盛
り
場」

.を
利
用
す
る
の
は
徒
然
の
聞

f

消
す
方
法
で
あ
る
が
故
に
、
輕
い
程
度
の
享
樂
_

主
眼
で
あ
る
。
そ
れ
故 

に
中
央
商
禱
に
时
帶
す
る
.一
流
の
ホ
テ
.ル
食
堂Q

如
き
又
は
其
の
他
に
於
け
る■

1

流
の
'料
理
繁
如
裏
必
ず
し
を
_

條

な
い
。
'
 

是
等
め
土
地

.

に
於
い
て
最
も
優
勢
と
な
る
も
( 0
は

>'

食
堂

.

、
小
料
理
喫
茶
店
、
ぃ
バ
7
、#

彳
チ

'».

等

0
形
式
0
:

も

0
で
あ
る
。 

之
れ
と
關
聯
し
セ

.

花
柳
界
の
存
在
が
注
意
さ
れ
：今

皺

座
.

、
へ
徵
草
丫
跪
谷
、ソ
神
樂
坂
、':

上
辣
廣
小
路
、.

麻
布
十
番
等
い

.

づ
.れ
も
花
柳
界 

を
其
の
附
近
に
控
ぇ
で
ゐ
る
。
又
普
通
、

.

新
開
地
の
發
展
策
と
し
で
、ィ
1
豪

、
三
業
地
の
施

.

設
，が
云
、々

さ
れ
、
土
地
へ
の
有
ヵ
者
に
ょ
つ 

て
運
動
さ
れ
る
。.

し
か
し
此
の
事
：は

「

盛
り
場
し

^

如
何
な
ざ
交
渉
を
持
ク
か

^

普
通
ぅ
盛
に
場
し
に
敗
人
す
る
市
坡
は
蓝
に
是
等
遊
へ 

興
施
設
の
利
用
者
で
ば
な
い
。

.

前
.

に
述
、ベ
た
本
鄕
肴
町
ば
後

i

な
つ
て
白
山
下
に
花
柳
界
を
持
つ
様
に
な
つ
た
。
し
か
し
之
れ
が
肴
町 

の

「

盛
れ

#

J

と
し
で
の

.

勢
ヵ
意

_

に
脊
利
私
影
響

.

し
*

加
ど
ゲ
如
、
一
頗
る
藤
^ ,

じ
い
ー
と̂

ぶ
0

0̂

じ
>
:
«

15
|

^

#

,

に
：代
づ
て
發 

.

視
廳
規

.

定

0
特
殊
飲
禽

^

ど
と
り

-

4
げ

る

な

ら

：ば

‘
"

.:
:';
-

「

鐵
|)
:

,

場
4
構
成
の
要
素
と
し
て
の
、
一
特
殊
飮
食
店
の
意
義
は
充
分
に
な
つ
て
來 

る
。
故
に
此
の
問
題
は
花
柳
界
は
何
處
に
發
生
す
、る

.

か
.Q

問
に
對
し

.

て
：先

'

づ
簽
へ

^

妙
也
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
に
答
ふ
る
場
合
、
新
開
地

• 

< D

-
.
婶

ぎ

人

寄

せ

の

：

.

必

要

.
の

あ

.
る

も
.：

の
：は
別
：と
し
て
、
：.花
柳
街
そ
れ
自
體
が
、最
も
繁
藥
な

.

場
所
の1

隅
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

新
敝
地
が
如
き
ね
於
柄
て
％

ー
花
柳
轉
衣
1>

:

ゼ
_

擇
せ
な
各

\

場
所
：は

此

以

靡
_

服
#

叛
^

「

盛
*)
;-
#
し
紀
發
生
せ
し̂
る
如
と
倏
件
と
が
同
時
：虼
粑
柳
俾
を
發
缉
せ
：

1>-
め
：：る0;
怒
贫

花
柳
街
ぢ
持
0;
«

ぬ̂
;

つ
セ_

を
强
^ :

こ
% .

す
れ

>
'

意
義_

故
る
#

は
賴
る
稀
であ
る
如
ら
、
之
れ
を
排
斥
す
ベ
き
理
FI

1
比
葙
抵
'.
. 

し
&

ぃ
か 

'

肽
杈
敗.

に

酸

者

め

關

係

は

共

.ぬ

因

を

爲

^

果

と

な

：
备€)
.
'
盥

質

妓
^

0 ,
着
あ
ら
ぅ
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「
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ず
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扨
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以.
上
;0
現
管
都
市#
^
的
に
は
ど.ぅ
解
釋
ず
各
泰
、

i,
f

,

1

兀
舊
.小
、.：盡

中

麗

に

ょ

？
 

s

_

f

t

sた
^
^
 ̂

む 

芯

地

決

寧
■

ず
■

行

套
_

ほ

霸
_

'

■

昆

芩

：.

者
す
S
!
的
中V

,©

荽

f
.

運

輸

議

營

、つ
議
定I

る
、
；I

を
與

.

X

ず

泠

龜

路

紘

の

：交
叉
す
る
所
に

'

は
、
裏

商

業

が

靈

し

ア

通

符

人

：■

顯
 

而
し
て 

I

荽

l

i

■

.

裏

に
I

f

.

小
_

が
密
集 

戾

應

す

る

同

樣

欢

小

通

路s

i

ベ'.

出
f

丈
■

寄
：っ̂

'
M
Gて
%;
i

反
離
的
で
：無̂
も
の
だ
が
ら
、V

顧
客
の
直
接
的
海
及
叹
氣
分
m
媚
び
.る
店
^
^

が

る

』

^
ギ
x
h
>
.
ホ
ルX

T
ト
共
著
.

「

都
市
社
#

J
V 一
s-
h

m

r̂;
k

•笮
オ
レ
'1
は
細
育
市
：に
：於
け
る
這
舣
の
例

'f
 

3
擧t

 
る

ぶ
■
描
書)

.厂
：
く.
'
.
'
フ

.、.

.ベ

.

-

-

-V... 

.

ぃ
故
に

'「

嫌
り
場」

-.
;

商
店
街
を
構
成
せ
じ
む
る
有
カ

(

な
熱.

カ
.

と
し
：て
め
人
ロ
集
團
は>

-

そ.

の
'地
贰
片
於
い
て
の
歩
行
者
と
し
て
の
勢
力 

•>

で
あ.

る
。
へ
此
办
地̂

に
於
け
る
步
行
者
は
大
概
の
場
合
ブ
ラ
く
衆
き
の
步
行
者
で
あ
る
ヮ
所
謂

「

銀
ブ
ラ」

人
で
あ
る
。
從
つ
て
か 

「

:̂
;

る
'

地
區)

に
、‘

其
れ.

程
の

'

蜇
要
緊
急
な
風# .

も
持
於-

ず

に

、
ソ
現

'

は
れ
る
タ
：換
言
ず
れ^

.
:

氣
に
寖
る«

を
以
づ
：て
攀
レ
み
と
す
る
步
行
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猶
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簌
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右
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榮
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放
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迎
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■
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■
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史
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鐵
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に
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た
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鐵
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條
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近
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に
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を
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：
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「
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。
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述
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。
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；
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；史
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テ
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燁
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狀
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。
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の
.
は
傳
統
を
待
つ
。
都
心
地
の

「

中
央
盛

. 

' 

,
.
.
.
.
- 

'
. 

.
-
.
. 

-

'

り
場」

.

.

に
就
い
て
は
、
そ
し
て
一
部
分
舊
市
內
的
な

「

盛
り
場」

，
に
就
い
て
も
、
此
の
感
が
深
い
。
唯
、
此
の
原
則
の
全
然
適
用
さ
れ 

な
-

い
の
は
、.

新
開
地
域
で
あ.

る
:°

:

し
か
し
此
の
場
合
と
セ
、
1 >

、
：
都

市

全
^

と
の_

聯̂

於
^
.

て

は

.
'
今
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最

後

に
S

T

場」

，
研

究

及

び

調

丧

：の

意

義

に

就

い

て

.

語
ら
、ぅ
。
：
第
八
節
に
述
べ
た
様
に
へ

「

.

盛
り

f

の
成
立
發
羅
は
、
、都
市
全
體 

の
發
肢
過
程
に
關
聯
す
る
も
の
で
あ
名
か
ら
マ
都
饰
社
會
學
的
研
究
の
個
別
的
臨
床
的
方
法
と
し
て
^
耍
缺
く
可
か
ら
含
る
事
は
云
ふ 

を
俟
た
ね
。
そ
れ
と
北
ハ
：に
、

.

コ
A

ミ
キ
：二
テ"

ィ
i

オ
，1ガ
ー
一
ゼ
ィ
シ
ョシ
或
ひ
.は
隣
保
組
織
の
對
象
と̂
て
も
見
逃
す
事
は
出
來
ぬ
。 

:-
>

盛
り
場」

と
關
聯
し
て
考
へ；

ち
*
.

る
の
は
、
：地
區
統
制:<

0

間
題
で
あ

0

ャ
、
若
し
前
連
ん
た
糠
に
、：
大
都
市
は
共
の
內
部
に
更
に
細
分
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街

撰

擊

^

係
M
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l

省
い

I

此
の

I

，
木
1

可

缺

養

で
^

^

も

广_

て
f

著

|

る5;此
.の

關
係
あ
る
が
故
に
-
小
寶
商
の
地
域
的
調
齑
は
、
都
市
社
會
學
の
材
料
の
爲
め
に

i
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昭
和
十
年.

{
【

月
十
'七
日
稿

.

附
記
：
余
が
慶
應
義
塾
大
擧
經
濟
學
部
に
於
い
て
擔
當
す
：る
講
座

'T

都
市
經
濟」

の
臊
講
學
生
に
最
近
提
出
せ
し
め
た
る
詭
文
中
ノ
主
と
レ
て
東 

,

京
市
に
於
け
る「

盛
り
場」

め
現
地
調
燕
十
數
ヶ
所
！

2

及.

ぶ
を
以
つ
て
，
そ
れ
等
を
材
料
と

..

し
て
、
本
稿
を
も
っ
と
具
體
的
と
す
べ
き
目
算
み
で 

あ
っ
たr f

、
脱
稿
を
急
い
だ
爲
め
、
是
等
の
材
料
を
殆
ど
利
用
す
る
を
得
な
か
つ
た
。
說
明
を
肋
く
る
爲
め
め
地
圖
を
用
ひ
得
な
：か
っ
た
の
も
そ 

の
爲
め
で
あ
る
。
：他
日
補
珥
し
た
い
と
思

.

っ'

て
ゐ
る
。
：
な
ほ
本
文
中
に
も
醒
々
引
ぎ
合
碎
出
さ
れ
て
ゐ
を
が
策
京
都
市
計
蠻
娶
員
會
內
務
省
技
師 

の
石
川
滎
熘
玫
は「

盛
り
場U

麻
究
の
满
威
索
で
あ

.

る
。
過
日
本
塾■「

都
市
及
社
會
事
情
研
究
會

」

に
於
い
て
氏
の
講
演
を
乞
ひ
、

『

盛
り
場
し
に 

關
す
る
迤
詣
の
深
き
を
示
さ
れ
、
：學
生
の
多
大
の
興
味
を
喚
起
せ
ら
れ
た
。
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
生
僧
氏
の
論
文
を
豫
め
入
手
す
る
を
得
ず
、

.

廑
か
に
稿
の
大
半
な
る
頃
に
及

.

ん.

で
n

都
市
の
習
性J

(

盛o

場
の
研
究
；

}

な
る
葉
を
入
宇
し
た0

本
文
中
引
用
：せ
ら
る'

所
、
之
れ
に
よ
つ
た 

も
の
で
あ
る
。
其
の
體
系
的
な
研
究
、
誠
に
敬
服
す
べ
き
で
あ
る
。
聊
か
誌
し
て
敬
意
を
表
す
る
。

r

威

り

場

し

に

關

す

る

葙

辛

考

察

ノ
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